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1. 概　要

リグエキスパート AA-230、AA-230PRO お

よび AA-520 は強力なアンテナアナライザー

で、アンテナとフィーダの試験、検査、調整あ

るいは修理を目的に設計されています。

グラフによる SWR (定在波比)と インピーダン

ス表示はこのアナライザーの主力機能でアン

テナ調整時間を著しく短縮できます。

グエキスパート AA シリーズ・アナライザーの簡

単な使い勝手の計測モードに加えて、メモリ

ー保存と PC 接続機能は趣味・業務用途

で有用です。 

新モ ー ド の MultiSWR™  と  SWR2Air™  は

AA-230 と AA-230PRO だけのユニークな機

能です。

A-230PRO だけに内蔵の TDR(時間軸反

射計）モードは同軸ケーブルの不良位置を

特定できます。

以下の事項はリグエキスパート AA シリーズ・

アナライザー を使えば簡単に行えます。

• 迅速なアンテナチェック

• アンテナ共振点の追い込み調整

• 特定の出来事（雨、台風など）の前

後での特性比較

• 同軸スタブの製作とそのパラメータ測

定

• ケーブルの不良位置の特定

• キャパシタンスとインダクタンスの測定

1. アンテナコネクター

2. LCD 画面

3. キーボード

4. 充電コネクター (9-14V, 500mA 

DC)

5. 電源スイッチ

6. USB コネクター



2. 仕　様

周波数範囲： AA-230/230PRO：　0.3～ 230 MHz,  AA-520：1～520MHz

表示モード：

‐　　SWR 単一周波数又はマルチ周波数

‐　　SWR, R, X, Z, L, C 単一周波数のみ

‐　　SWR グラフ

　　　　　　　　　  ‐　　R, X グラフ

‐　　AA-230PRO：インパルスおよびステップ・レスポンスのグラフ

‐　　AA-520：絶対値のリアクタンスのみ（Ｌ性またはＣ性の区別はできません）

単一およびマルチ周波数での測定：

- 周波数分解能（最小周波数ステップ）： 　1 kHz

- SWR モードのみの場合：　読取り易い棒グラフ 

- SWR レンジ： 1～10

- SWR 表示： AA-230/230PRO は 25Ω、50 Ω、75 Ωまたは 100Ωシステム 

　　　　　　　 AA-520 は 50Ωシステムのみ

- R, X レンジ： AA-230/230PRO では 0 ～ 1000、 -1000 ～ 1000 Ω

　　　　　　　 AA-520 は 0 ～ 250、 0 ～ 250 Ω

SWR および R, X グラフ：

- 100 点プロット

- スィープ幅 AA-230/230PRO では 0.01～ 230 MHz、 AA-520 では 0.1 ～ 520MHz

- 周波数分解能（最小周波数ステップ）： 　1 kHz

- SWR レンジ： 1～10

- SWR 表示： AA-230/230PRO は 25Ω、50 Ω、75 Ωまたは 100Ωシステム 

　　　　　　　 AA-520 は 50Ωシステムのみ

- R, X レンジ： AA-230/230PRO は 0 ～ 200、 -200 ～ 200 Ω

　　　　　　　 AA-520 は 0 ～ 200、 0 ～ 200 Ω

- メモリー数（グラフの保存・呼出）：AA-230PRO は 90 、AA-230/520 は 100

- アマチュアバンドのプリセット

TDR モード(AA-230PRO のみ）：

- 100 点プロット

- 25Ω、50 Ω、75 Ωおよび 100Ωシステムによる計測

- 分解能：約 20 ｃｍ

- 最大ケーブル長：約３００ｍ

- ケーブル速度係数：0.5 ～ 1.0

- グラフ保存・読出し用メモリー数：10

RF 出力：

- コネクター形状： AA-230/230PRO はＭ、AA-520 は N

- 出力電力：　AA-230/230PRO は標準＋10 dBm、 AA-520 は標準＋5. dBm

電源：

- 4.8V, 1800 mAＨ、 ニッケル水素 バッテリー

- 最大で３時間の連続計測 が可能

- 最大で２日間のスタンバイモードによる待機が可能

- 外部電源l  9 ～ 14V/500 mA 充電器

- 満充電所要時間 10 ～ 12時間

インターフェース：

- 128x64 グラフィカル LCD バックライト付き

- 6x3 防水キー

- 多言語対応のメニューとヘルプ スクリーン（日本語化に対応済み）

- ＰＣとの USB 接続

大きさ： 23x10x5.5 cm (9x4x2”)

環境温度範囲： 0 ～ 40℃ (32 ～ 104°Ｆ)

質　　　量： 650g (23 Oz)
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3. ご注意

落雷とか近接送信によりアナライザーが破壊される恐れがあるの

で、使用後は必ずアナライザーをアンテナから外して下さい。

雷雨時にはアナライザーをアンテナに接続しないでください。

直接雷とか誘導雷でアナライザーが壊れる恐れがあります

高周波信号をアナライザーに加えないでください。送信中のアンテ

ナに隣接するアンテナにアナライザーを接続しないでください。

アナライザーにケーブルを接続する際の静電気ショックを回避する

ために、接続前にケーブルを接地してください。

お使いにならない時は、アナライザーを動作させたまま、測定モード

で放置しないでください。近辺の受信機に妨害を与える可能性が

あります。

PC と一緒に使う場合は、最初に測定対象のアンテナをアナライザ

ーに接続してから、アナライザーを PC の USBポートに接続します。

こうすることで静電放電による障害からアナライザーを防御します。

5



4. 使い方

4.1. メイン メニュー

AA シリーズ・アンテナアナライザーのスクリーン上のメニューにより簡単かつ効率良くデバイスを

コントロールできます。

アナライザーの電源を入れると、メインメニューがＬＣＤ上に表示されます。日本語表示にす

るには 0 を押して 2 をカタカナ表示になるまで数回押します。

メインメニューには利用できるコマンドの簡潔なリストが含まれています。キーパッド上のキーを

押すと、対応する測定モード、セットアップ、追加のパラメータなどが入力されます。他のメニ

ュー項目を見るには F キーを押します。

メインメニュースクリーンの右上隅に２つのアイコンが表示されます。

• USB アイコン はアナライザーがＰＣに接続された時に表示されます。

• バッテリー・アイコンはバッテリーの充電状態を表します。

AA シリーズ・アンテナアナライザーは操作に必要なドキュメントを備えています。  1  

キーを押すと現在開いているモードで利用可能なキー・リストが表示されます。

4.2. 単一点と複数点の測定モード

単一点測定モードでは、目的周波数におけるアンテナまたは他の負荷の種々のパラメータ

を計測できます。複数点測定モードでは、最大で５つの異なる周波数を指定できます。

4.2.1. SWR モード

SWR モード (メインメニューで  7  キーを押す) では測定結果の数値表示と SWR のバーグラ

フが表示されます。
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希望の周波数に 2  キーで設定します。左右向きの矢印キーで周波数を増減できます。 

 ok  キーを押すと測定開始あるいは測定停止になります。測定を開始すると右上のアンテ

ナアイコンが点滅を始めます。

  0  キーを押すことで SWR のオーディオ機能をＯＮ－OFF できます。このモードでは、SWR

の値（測定結果）によりビープ音の長さが変わります。

  1  キーを押すと、役に立つコマンドリストが表示されます。

4.2.2. SWR2Air TMモード 

リグエキスパート AA-230/230PRO アンテナアナライザーは新しい機能 の SWR2AirTM モー

ドを提供します。これは長いケーブル端につながれたアンテナ調整を容易にする目的で設計

されています。

２人掛りでアンテナ調整するのが普通です。一人がアンテナを調整し、もう一人は長いケ

ーブル端で SWR の値が変化するのを叫ぶのが普通です。

同じ調整が SWR2AirTMモードを使うことで一人で簡単に行えます。SWR 測定結果は任意

周波数で送信されますので、ポータブルの HF または VHF受信機で聞くことができます。ポ

ータブル受信機のスピーカーから聞こえるビープ音の長さは SWR の値で変わります。

SWR 測定画面の F  +  OKキーを押すことで SWR2AirTM モードが起動します。F  +  2 

キーで受信機の周波数に同調を取ることができます。

4.2.3. MultiSWRTM モード

リグエキスパート AA シリーズ・アンテナアナライザーは、５周波数までの SWR を同時に表示

できるユニークな機能を備えています。
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マルチバンド アンテナの調整にこの機能が使えます。カーソルを上下させて周波数変更また

は設定を行います。  0  キーを押すことで SWR バー（上図右）と数値表示（同左）を切り替

えられます。 

4.2.4. 「全体表示」モード（全項目表示）

全体表示モード (  8  キー)は、１つの画面上に様々なパラメータを表示します。 特に、 

SWR, |Z| (インピーダンスの絶対値)が 抵抗成分 (R) およびリアクタンス成分 (X)同様に表

示されます。 さらにインダクタンス (L)またはキャパシタンス (C)に対応する値が表示されます。
 

AA-520 ではリアクタンスの絶対値しか表示できません。ＬまたはＣの区別が出来ません。

このモードにおいては、設定メニューより負荷のインピーダンスモデルとして直列モデルあるいは

並列モデルのいずれかを選択できます。

• 直列モデルでは、インピーダンスは抵抗とリアクタンスが直列に接続されているとして表

現できます。

• 並列モデルでは、インピーダンスは抵抗とリアクタンスが並列に接続されているとして表

現できます。
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4.3. グラフモード

リグエキスパート AA シリーズ・アンテナアナライザーのキーフィーチャーの一つが負荷の種々の

パラメータをグラフで表示できる機能です。グラフ表示は特定の周波数帯におけるパラメータ

の振る舞いを見るのに特に有用です。

4.3.1. SWR グラフ

SWR グラフモード（メインメニューで  4  キーを押す）では、指定した周波数範囲で SWR（定

在波比）をプロットしてくれます。

中心周波数を（  2  キー）で、あるいは周波数スキャン範囲を（  3  キー）で設定します。 

また、矢印キーにてそれらの数値を増減します。SWR の表示範囲の変更は F  +▲▼キー

で可能です。  ok  キーでグラフをリフレッシュ（更新すなわち再測定）します。

 0  キーによりアマチュアバンドのリストを開き、希望の中心周波数とスキャン範囲を設定でき

ます。 そしてまた、この機能によりアナライザーの全周波数範囲も見ることができます。

1  キーを押すと、このモードのその他のモードのリストを見ることができます。

1

4.3.2. R、X グラフ

R、X グラフ モード （メインメニューで  5  キーを押す）では、 R （インピーダンスの実数部）と 

X （虚数部）がそれぞれ実線と破線で描画されます。

       
R、X グラフ - 直列モデル R||,X|| グラフ – 並列モデル
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これらのグラフにおいて、正のリアクタンス値 (X)は誘導性負荷に相当し、 負のリアクタンス値

は容量性負荷に相当します。セッテイメニューで直列モデルまたは並列モデルを選択するこ

とでグラフの様子が異なってきますのでご注意ください。R,X の表示範囲の変更は F  +▲▼

キーで可能です。AA-520 ではリアクタンスの絶対値しか表示できません。ＬまたはＣの区別

が出来ません。

4.3.3. メモリー操作

SWR グラフと R、X グラフモードで、（  6  キー）を選択するとメモリー管理画面が開きます。

指定メモリーに保存したデータは後から（  9  キー）で呼び出せます。 さらに、  F  +  9  の二

重押しでメモリーのスロット名を変更できます。

4.4. メニュー設定

セッテイ メニュー （メイン メニューで  0  キーを押す）にはアナライザーの色々な設定が含まれ

ています。再度  0  キーを押すと追加の設定項目が現れます。

周波数補正用のサブ・メニューより内部ＶＦＯの周波数精度を ppmオーダで補正できます

（WWV などを利用したゼロビート法により）。Anti-RF 機能 （AA-520 のみ）は 対 RF 妨害

性能を上げたい時に使います（例えば、近くに動作中の送信機がある場合など）。

4.5. コンピュータとの接続

リグエキスパート AA シリーズ・アンテナアナライザーをＰＣと接続して測定結果を画面上に表

示し、ＬＣＤ画面上の画像をＰＣに取り込めます。また、ファームウェアーのアップデートにもＰ

Ｃを使います。通常の USB ケーブルでＰＣに接続します。同梱ＣＤに必要なソフトは含まれ

ています。詳細は、インストール後に同梱のソフトウェアーマニュアルをご覧ください。

4.6. バッテリーの充電

内蔵のニッケル水素バッテリーの充電には同梱のＡＣアダプターまたは 9～14V DC 電源をお

使い下さい。車のジガーライター ケーブルも充電用として使えます。

アナライザーを使用中に充電プラグを差しても構いません。

購入後、初めてアナライザーを使うときはあらかじめ 10 ～ 12 時間の充電を行ってください。 

バッテリーが満充電になるとバッテリーセルは温まりだします（電気エネルギーを吸収しないで）。

バッテリーが暖かくなったら充電をやめて下さい。充電状態で長時間放置しても安全ですが、

10 ～ 12 時間以上の充電はしないでください（過充電によりバッテリーの機能低下を招く恐

れがあります）。
10



4.7. メータテスト モード

このモードはアナライザーの RF 出力と２つの RF 検波器をチェックする目的で設計されていま

す。セッテイメニューで  0  キーを２回押したのち  3  キーを押してメータテスト モードにします。

アンテナコネクターに何も接続されていないと、下の画のように表示されます。

50Ωが接続されると、バーは対応する位置になる（注：「フカナシ」と「50Ω」の横線）。

もしも、バーが全く見えない時は、アナライザーの RF 出力段と検波器が、あるいはどちらか

が正しく動作していません。
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5. 応　用

5.1. アンテナ

5.1.1. アンテナの検査

アンテナを送受信機につなぐ前に検査するのは良い考えです。SWR グラフモードはアンテナ

検査に適しています。

上図は VHF帯の垂直アンテナを 40m ケーブルの先につけた時の SWR グラフです。運用周

波数は 146.2 MHz で、その周波数での SWR は許容できる 1.1 です。.

下図は希望運用周波数 14,1MHz における簡単なダイポールアンテナの SWR グラフです。

実際の共振周波数はおおよそ 13.4 MHz で希望値から大きく離れています。14.1 MHz での 

SWR はおおよそ 2.5 で、大概の場合許容されない値です。

5.1.2. アンテナの調整

アンテナが希望周波数から外れていると診断される場合は、アナライザーがその調整を助け

てくれます。

ダイポールのように単純なアンテナでは、実際の共振周波数と希望の周波数がわかれば物

理的な寸法を合わせこめます。
12



他の形のアンテナでは複数の要素（コイル、フィルターなどを含む）を調整しなくてはならない

のでこの方法では問題を解決できません。その場合は、SWR モードまたはゼンタイヒョウジ モ

ードにより、アンテナの様々なパラメータを変えた時の結果を連続的に見ます。

マルチバンドアンテナには マルチ SWR モードを使います。１つの調整要素（キャパシター、コ

イル、アンテナの寸法の微調整）を変えると如何に SWR に影響するかが簡単に異なる５周

波数まで見られます。

5.2. 同軸ケーブル

5.2.1. 開放端と短絡端ケーブル

         

開放端ケーブル                            　　短絡端ケーブル

上図は１本の 開放端ケーブルの R と X のグラフです。Ｘがゼロになる点が共振周波数です。

開放端の場合、共振周波数は左から右へ 1/4、 3/4、 5/4 波長、・・・・. になります。

短絡端の場合、共振周波数は左から右へ 1/2、 1、 3/2 波長・・・・となります。

（ご注意：リグエキスパート AA-520 はリアクタンスの絶対値 |X|を表示します。）

5.2.2. ケーブル長の測定

ケーブルの共振周波数はケーブルの長さと速度計数に依存します。

速度計数は真空中の電波伝播速度に比べてケーブルの中の伝播がどの位に遅くなるかと

いう特性を示すパラメータです。真空中の電波あるいは光の速度は電磁波定数、

c=299,792,458 m/sec としてよく知られています。

ケーブルのタイプによって速度係数は異なります。例えば、RG-58 の係数は 0.66. このパラメ

ータは製造工程とケーブル素材によって変わるということにご注意ください。

物理的なケーブル長を計測するには；

13



1. 単一点測定モードか R、X グラフで共振周波数を表示する。

　　　　　例：

RG-58 ケーブルの開放端 1/4　波長、

共振周波数は 4835 kHz

2. 特定ケーブルの電磁定数と速度係数を知り、ケーブル中の電磁波の進行速度を求

めてみます。

例：　299,792,458 * 0.66  = 197,863,022 m/s

3. 上記の速度を共振周波数（Ｈｚ）で割りケーブル長を計算し、その結果にその共振

周波数の位置に対応する数値(1/4, 1/2, 3/4, 1, 5/4 など)を掛けます。

例：　197,863,022 / 4,835,000 * (1/4) = 10.23 m

(ケーブルの実測値は 10.09 m で計算値との差異は約 1％ でした。)

5.2.3. 速度係数の測定

共振周波数とケーブル長が判れば、速度係数は簡単に実測できます。

1. 上述のように共振周波数を見つけます。

例：　10.09 m 長の開放端ケーブルで 1/4λ における共振周波数は

4835 kHz です。 

2. ケーブル中の電磁波の伝播速度を求めます。ケーブル長を 1/4, 1/2, 3/4, etc. (共

振周波数の位置による)で割り、その周波数（Hz）を掛ける。

例：　10.09 / (1/4) * 4,835,000 = 195,140,600 m/s

3. 最終的に速度係数を求めます。上記の速度を電磁定数で割るだけです。

例：　195,140,600 / 299,792,458 = 0.65
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5.2.4. ケーブルの欠陥位置

ケーブル中の考えられる欠陥位置を見つけるには、ケーブル長を計測するのと同一の手法

が使えます。リアクタンス成分（Ｘ）がゼロ付近になる周波数での振る舞いを注視します。

• もしも X が -∞ から 0 に変化する場合は、ケーブルは開放端です。

• もしも X が 0 から +∞に変化する場合は、ケーブルは短絡端です。

5.2.5 　λ/4、λ/2、その他の同軸スタブの製作

同軸ケーブルはバラン、伝送路トランス、あるいは遅延線としてしばしば用いられます。

予め決められた電気長のスタブを製作する。

1. ケーブル長の計算： 電磁定数を目的の周波数（Ｈｚ）で割り、その結果にケーブルの

速度係を掛けてから、希望する比（対λ 比)を掛けます。

例：　28.2 MHz 用 λ/4 スタブ、RG-58 ケーブル (速度係数：0.66)

299,792,458 / 28,200,000 * 0.66 * (1/4) =  1.75 m

2. 上で求めた長さより若干長めのケーブルを切って、アナライザーに繋ぎます。

λ/4、3λ/4 などのスタブでは、ケーブルは開放端でなければなりません。また、λ/2、 

3λ/2 などのスタブでは短絡端でなければなりません。

例：　長さが 1.85 m (余裕： 10 cm)の開放端ケーブル 

3. アナライザーを「ゼンタイ ヒョウジ」モードに切り替えます。周波数をスタブ設計値に合

わせます。

例：　28,200 kHz 

4. 先の方から少しずつ (余裕長の 1/10 ～1/5) 切って行き、リアクタンス X 成分がゼロ

（又は符号が変化）になるまで続けます。切ったら再測定することを忘れないようにして下さ

い。

例：　11 cm 切断
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5.2.6. インピーダンス特性の測定

同軸ケーブルの主要パラメータの一つがインピーダンス特性です。普通、製造会社はケーブ

ル表面に特性を印刷しています。しかし、ある特定のケースでは正確な特性は不明である

か、または疑わしい。

ケーブルのインピーダンス特性を測るには；

1. 無誘導抵抗をケーブル端に接続します。抵抗値はさほど重要ではありません。しかし、

50Ωまたは 100Ωの抵抗をお使いになることをお勧めします。

例 1：　RG-58 ケーブルを 51 Ωで終端

例 2：　 特性不明ケーブルを 51 Ωで終端

2. R,X グラフモードにして全周波数範囲で測定します。

例 1：  RG-58 ケーブル

例 2：　特性不明ケーブル

（ご注意：リグエキスパート AA-520 はリアクタンスの絶対値しか表示しません）

3. 表示範囲を変え更にスキャンを行い、R (実線)が最大と最小になる周波数をそれぞ

れ 見つけます。それぞれの周波数で X (破線)がゼロクロスします。

例 1：  6.5 MHz - 最大、 12.25 MHz – 最小

例 2： 13.25 MHz – 最大、 29.5 MHz – 最小 

4. アナライザーを「ゼンタイヒョウジ」モードにして、上記周波数における R の値を読み取

ります。

例 1： 54.4 Ω – 最大、 51.1 Ω – 最小

例 2： 75.2 Ω – 最大、52.1 Ω – 最小

5. 最大値と最小値の積の平方根を求めます。

例 1： sqrt (54.4 * 51.1) = 52.7 Ω

例 2： sqrt (75.2 * 52.1) = 62.6 Ω

16



5.3. 他の要素の測定

アナライザーはアンテナおよび給電線路を対象に設計されているのだが、他の RF 素子のパ

ラメータの測定にも問題なく使えます。

5.3.1. コンデンサーとインダクタンス

AA-230/230PRO/520 アテナアナライザーは数 pFから約 1μF までのコンデンサーおよび数 

nH から約 100 μH までのインダクターを測定できます。コンデンサーまたはインダクターは RF

コネクターにできるだけ近くで接続して測るようにして下さい。

1. 「R,X グラフ」モードで全スキャン範囲でスキャンします。

       
例 1：不明なキャパシター　　　            例 2：不明なインダクター

2. 左右の矢印キーで周波数を  キャパシターの場合 X が -25～-100 Ωの範囲で、イ

ンダクターの場合は X が 25～100 Ωの範囲でスクロールします。必要ならスキャン範囲を

変えて再試行します。AA-520 ではリアクタンスの絶対値しか表示できません。ＬまたはＣの

区別が出来ません。 

3. 「ゼンタイヒョウジ」 にしてキャパシターあるいはインダクターの値を読み取ります。

      

例 1：不明なキャパシター　　　            例 2：不明なインダクター
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5.3.2. トランス

アナライザーは RF トランスの検査用途に使えます。１：１トランスでは２次側に 50Ωの抵抗

を接続して、「SWR グラフ」または「 R,X グラフ」モードでトランスの周波数特性をチェックしま

す。１：１トランス以外では抵抗値を変えて同様に測定します。 

5.4 RF 信号発生器

AA-230/230PRO の出力は約 +10 dBm、AA-520 は約＋5dBm （何れも 50Ω負荷時）

です。従って、アナライザーは色々な用途において RF 信号源として使えます。「SWR 」また

は「ゼンタイヒョウジ」モードで  ok  を押してから  2  キーを押すと RF 信号が得られます。

6. TDR (時間領域反射計）モード

6.1. 理論

TDR メータは伝送路の不具合個所を特定するのに使われる電子計測器です。

短い幅のパルス信号を伝送ラインに送り込むと反射されたパルスが観測できます。その２つ

のパルスの遅延時間、光の速度およびケーブル速度係数が判れば DTF（不具合個所まで

の距離）は計算できます。反射されたパルスの振幅と波形から不具合の種類を想定できま

す。

インパルス応答

短いパルスの代わりに、ステップ波形を使っても構わない。
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ステップ応答

市販されている他の多くの反射メータと違って、 リグエキスパート AA-230PRO はケーブルに

パルスを送り込みません。その代りに他の技術が使われています。最初に R と X (インピーダ

ンスの実数部と虚数部)が全周波数領域（～230MHz）で計測されます。次に、そのデータ

に IFFT (逆 FFT)を適用し、最終的にインパルス応答とステップ応答が算出されます。. グラ

フの縦軸は反射係数を表示します。 -1 は短絡を、 0 はインピーダンス整合(ZLoad=Z0)を、 

+1 は開放を意味します。 ケーブルの速度係数が判れば横軸は長さの単位で表せます。

これ等のグラフ上に単一個所あるいは複数個所の不連続点を表示できます。インパルス

応答グラフは距離計測に向いており、ステップ応答グラフは不具合の原因究明に役立ち

ます。

次ページの代表的なステップ応答グラフ例を参照ください。

電圧

時間遅れ

時間

受信

反射波
送信

ステップ波
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反射係数 反射係数

反射係数 反射係数

反射係数 反射係数

反射係数 反射係数

反射係数反射係数

オープン回路 ショート回路

距離 距離

距離 距離

距離 距離

距離

距離距離

距離

容量性不連続 誘導性不連続

容量性ショート 誘導性ショート

損失の大きい

ケーブル
ケーブル Z ＞ 出力 Z

負荷 Z ＞ 出力 Z 負荷 Z ＜ 出力 Z



6.2. 使い方

F  +  4  または  F  +  5  を押してインパルス応答（IR）、またはステップ応答（SR）を開きます。

      

インパルス応答とステップ応答のグラフ

ケーブルのインピーダンス特性と速度係数は表示単位（ｍまたはｆｔ）同様に「セッテイ」メニュ

ーで変更できます。

  ok  を押すと新規に計測（所要計測時間：４５秒）を始めます。ケーブル端のアンテナは外

しても、繋いであってもどちらでも構いません。その影響はケーブル端の先に現れるだけです。

カーソルを動かしたり、表示範囲を変えるには矢印キーを使います。画面右上のナビゲーシ

ョンバーはケーブル全長に相当します。そのバーの黒い部分がグラフで表示されています。

 6  キーで新規計測を開始し１０メモリーの内の一つのメモリーに測定結果を保存します。

 9  キーで保存したデータを呼び出せます。必要に応じて  F  +  9  キーによりメモリー名を編

集できます。

  1  キーを押すと、このモードにおけるヘルプ項目を表示してくれます。
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RigExpert AA-230/AA-230PRO/AA-520:

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the 
following two conditions: (1) this device may not cause harmful interference, and (2) 
this device must accept any interference received, including interference that may 
cause undesired operation.

NOTE: This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class 
A digital device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to 
provide reasonable protection against harmful interference when the equipment is 
operated in a commercial environment. This equipment generates, uses, and can radiate 
radio frequency energy and, if not installed and used in accordance with the instruction 
manual, may cause harmful interference to radio communications. Operation of this 
equipment in a residential area is likely to cause harmful interference in which case the 
user will be required to correct the interference at his own expense.

Copyright © 2007-2009 Rig Expert Ukraine Ltd.

http://www.rigexpert.com

RigExpert is a registered trademark of Rig Expert Ukraine Ltd.
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